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複素実効密度と複素体積弾性率をﾊﾟﾗﾒｰﾀとする吸音体の三次元有限要素を定式化し，複素固有値問題の解を微小ﾊﾟﾗﾒｰﾀを用い
て漸近展開し，微小量0次，１次の成分から主要な運動方程式を導出した．さらに空間のﾓｰﾄﾞ減衰に対する各吸音要素の寄与率
を定式化し吸音要素の空間内への最適配置法を提案している．本論では，評価点の固有ﾍﾞｸﾄﾙを重み係数として，多ﾓｰﾄﾞで同時
最適化する方法を提案し，拡張室形消音器に応用し，手法の有用性を明らかにした．
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固有ベクトルを重み係数とした減衰寄与度を用いた三次元室空間内への吸音材の配置
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